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令和７年度教育課程について（届） 

このことについて、日野市立学校の管理運営に関する規則に基づき下記のとおりお届けします。 

記 

１ 教育目標 

（１） 学校の教育目標 

日本国憲法・教育基本法の精神に基づき、東京都及び日野市の教育目標、第４次日野市学校教育基本構想、第６次

日野市特別支援教育推進計画等を受けるとともに、児童・地域の実態を踏まえ、以下の学校の教育目標を設定する。 

【敬愛 自由 勤労】  ◎考える子 〇はたらく子 〇心ゆたかな子 〇健康な子 

本校キャッチフレーズ「笑顔招福 ～SMILEFUL潤徳小～ 」 

目指す児童像「笑顔いっぱい、元気いっぱい、やる気いっぱい、潤徳の子」 

 

（２）学校の教育目標を達成するための基本方針 

【敬愛 自由 勤労】  ◎考える子 〇はたらく子 〇心ゆたかな子 〇健康な子は、本校の教育の基

調となる目標であり、崇高な精神の発露となるものである。この基調となる目標は、目指す児童像「笑

顔いっぱい、元気いっぱい、やる気いっぱい、潤徳の子」を具現化し、実践することで近付くことがで

きると考え、以下のことを基本方針として教育課程を編成し実施する。 

 

ア 笑顔いっぱい潤徳の子（人権に配慮し、自分も他人も大切にできる児童）を育成するために 

・豊かな情操を培い、人権意識や規範意識を身に付ける指導の充実を図り、児童が安心して生活できる学級

や学校を創出する。 

・いじめや不登校の未然防止、早期発見、早期対応に向けた取組の充実を図り、一人一人に寄り添った

教育活動を推進する。 

・校内体制を整え、保護者と緊密な連携を図ったり関係諸機関と適切に連携したりすることで、個に

応じた指導のより一層の充実を図る。 

イ 元気いっぱい潤徳の子（保健衛生や安全に気を付ける児童・食に関心をもち、体を鍛える児童）を 

育成するために 

・児童の自己指導能力や自他の生命を尊重する心や自らの“いのち”を守ろうとする態度を育成するため

に、生活安全、交通安全、災害安全に関わる安全指導を組織的・計画的に進める。 

・食に対する正しい知識と望ましい食習慣を身に付けるために、栄養士や食育リーダーを中心とした

計画的・継続的な食に関する指導を推進する。 

・健康で安全な生活と豊かなスポーツライフの実現を目指し、運動習慣定着のための取組の充実を図

る。 

ウ やる気いっぱい潤徳の子（２０５０年を見据えた児童・自己肯定感の高い児童）を育成するために 

・「発達支持的生徒指導」につながる教育活動を推進し、第４次日野市学校教育基本構想「『子供たちが

つくる学校』プロジェクト」の具現化を図る。 

・郷土を愛する心豊かな人間性や社会性を培うため、地域の自然環境や文化施設、地域人材を生かした体験

学習の充実を図る。 

・情報活用能力を育成するために、学習活動を充実させ、一人１台の学習者用端末の効果的な活用を推進す

る。 

・各教科等の特質に応じた言語活動を充実させ、コミュニケーションを図る機会を積極的に設定する

ことで「社会人基礎力」の素地を養うとともに、言語能力を培うために学校図書館を効果的に活用

した読書活動を推進する。 

エ 学校の教育目標に向けたその他の事項 

・学校ホームページをはじめとした情報公開を積極的に行う。 

・コミュニティスクールとして、学校と地域が一体となった教育活動を推進する。 


